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－ 1 － 

「情報社会の問題解決」における 

思考力・判断力・表現力の指導方法と評価についての研究 

－ＳＮＳのプロフィールを題材とした 

デジタル・シティズンシップの育成を目指して－ 

 

１ 単元や課題の設定理由・ねらい 

 高等学校学習指導要領では，情報社会の問題を発見・解決する活動を通して，情報に関

する法規や制度，情報セキュリティの重要性，情報社会における個人の責任及び情報モラ

ルについて理解し，情報に関する法規や制度及びマナーの意義，情報社会において個人の

果たす役割や責任，情報モラルなどについて，それらの背景を科学的に捉え，考察する力

を身に付けることができるよう指導すると記載されている。 

また，坂本（2020）は，欧州評議会（Council of Europe）が公開した Digital 

Citizenship Education Trainers' Pack の冒頭を翻訳し，デジタル・シティズンシップと

は「デジタル技術の利用を通じて，社会に積極的に関与し，参加する能力のこと」であり，

デジタル・シティズンシップ教育を「優れたデジタル市民になるために必要な能力を身に

付けることを目的とした教育」として，新しいテクノロジーがもたらす機会を考慮し，情

報に基づいた選択ができるようになることを目的としていることを紹介している。 

 そこで本研究では，ＳＮＳで写真の発信や共有を日常的に行う際，目的に応じて，適切

に選択，判断して活用する力を育成したいと考えた。ＳＮＳでの個人情報の取り扱いに着

目して，利用する目的に応じて個人情報の取り扱いがどのように異なるかを考え，デジタ

ル・シティズンシップを育成する指導方法と評価について研究した。 

 

２ 研究内容 

 (1) 単元の目標 

  情報社会において個人の果たす役割や責任，情報モラルなどについて理解し，情報と

情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会の構築について考察する活動を

通し，情報モラルに配慮して情報を発信する力を身に付ける。 

 

 (2) 学習活動に即した評価規準（「思考・判断・表現」の観点のみ） 

 ・「個人」と「企業・有名人」のプロフィールに掲載する項目の違いとその理由を記述

できる。 

 個人のプロフィールと企業や有名人のプロフィールを比較し，掲載する項目の違い

を記述し，その理由として「①個人のプロフィールでは自分が特定されることを避け

る必要がある」「②企業や有名人のプロフィールでは自分が特定されることを目的と

している」のどちらか一方の理由を記述することができる。 
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 (3) パフォーマンス課題及びその概要 

  ア パフォーマンス課題 

ＳＮＳのプロフィールに掲載する内容について，想定された人物によって掲載すべ

き内容と掲載すべきでない内容を考えよう。 

 

  イ 授業の進め方 

 個人が特定された場合の実際のトラブル事例を示し，トラブルに巻き込まれないた

めにはどうすればよいかを考えるよう指示する。 

  高校生を想定して，日常の出来事を共有することを目的としてＳＮＳを利用する

場合で，プロフィールに掲載すべきでない項目について考えるよう指示する。その

際，基本的には個人が特定される情報は掲載すべきでないことを再確認する。 

   次に，政治家や公的アカウント，YouTuber やインフルエンサー，会社の広報を想

定した「担当人物カード」を各グループに割り当て，プロフィールに掲載すべき項目

と掲載すべきでない項目，それぞれの理由についてグループで話し合い，発表を行う。

また，グループでの話し合いの結果をまとめ，文章でワークシートに各自記述するよ

う指示する。 

 

 ウ ワークシートについて 
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  エ 担当人物カード 
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 (4) ルーブリック 

達成度 観点の説明 

Ａ 

（十分満足できる状況） 

個人が特定される情報をＳＮＳに掲載することの危

険性を理解するとともに，ＳＮＳを利用する目的に

よって，個人情報を掲載することもあり得ることに

ついて理解し，その理由を記述することができる。 

Ｂ 

（おおむね満足できる状況） 

個人が特定される情報をＳＮＳに掲載することの危

険性を理解するとともに，ＳＮＳを利用する目的に

よって，個人情報を掲載することもあり得ることに

ついて理解できる。 

 

 (5) 基本となる指導の流れ 

時
限 

学習活動 指導上の留意点 

１ 

○個人情報のトラブル事例について

学習する（５分） 

・個人情報の投稿によるトラブルに

ついて知る。 

・個人アカウントのトラブル事例や企業

のトラブル事例など，複数のパターン

を用意しておく。 

○プロフィール作成の際の注意点に

ついて確認する（５分） 

・ＳＮＳなどのプロフィールに関し

て，載せない方がいい情報を選択

する。 

 

○個人のプロフィール例から削除す

べき項目をグループで話し合う 

（10 分） 

・実習後，個人情報の取り扱いについて

の解説を行う。 

・必要があれば，導入時のトラブル事例
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・ワークシートのプロフィール例を

基に，削除すべき項目とその理由

を書く。 

・グループごとの意見を全体で共有

し，ＳＮＳに情報を掲載すること

の危険性について確認する。 

について解説を行う。 

・個人に関わる情報，居場所が分かる情

報は原則として掲載しないことを確認

する。 

○立場の異なる人物のプロフィール

を読み，ＳＮＳに掲載すべき項目

をグループで話し合い，発表する 

（15 分） 

・企業・有名人のプロフィールの書

かれた「担当人物カード」を一つ

選択し，プロフィールとして掲載

すべき項目とその理由をグループ

で考え，発表する。 

・グループのまとめを発表することを予

告しておく。 

・グループワークの進め方を各グループ

で決めるよう指導する。 

○個人のプロフィールと企業・有名

人のプロフィールを比較し，記載

する内容の差異とその理由を考え

る（10 分） 

・記載内容の違いを明確にするよう指示

する。 

○自分のプロフィールを振り返る

（５分） 

・授業を受けて，自分の個人情報の

投稿を見直すかどうか考える。 

・生徒が立場や目的を考えて情報を取り

扱うことができるように，デジタル・

シティズンシップの考え方について説

明する。 

 

 (6) 評価の進め方（評価方法） 

 ワークシートの記述により，個人のプロフィールと企業や有名人のプロフィールを

比較し，ＳＮＳを利用する目的によって，掲載すべき項目と掲載すべきでない項目を

挙げ，その理由を両方の側面から記述できているものを評価Ａとし，どちらか一方の

側面のみ記述できている場合は評価Ｂとする。 

 

３ 授業の状況 

 (1) 指導するに当たって，学校の状況に応じて留意したことやその理由 

 パフォーマンス課題において，理由を記述させる際に，「個人情報だから」などの

抽象的な表現ではなく，より具体的な場面を想定した考えを述べるよう指導した。 

 幅広い立場で考えることが必要であるため，発表時間を十分に確保し，他のグルー

プで取り上げた「担当人物カード」に関する意見を聞くことができるよう留意した。 

各学校の生徒の状況や校内のルールに合わせて，「担当人物カード」のプロフィー

ルを変更することも考えられるが，今回はどの学校も共通の職業や条件で「担当人物

カード」を利用した。 



－ 6 － 

 (2) 授業実践後に協議して設定したルーブリックと典型的な作品例 

達成度 観点の説明 生徒の作品例 

Ａ

十
分
満
足
で
き
る
状
況

 

個人が特定される情報を

ＳＮＳに掲載することの

危険性を理解するととも

に，ＳＮＳを利用する目

的によって，個人情報を

掲載することもあり得る

ことについて理解し，そ

の理由を記述することが

できる。 

違い：本名，顔 

理由： 

 市会議員に立候補する予定なので，本名と

顔写真のある方が，多くの人に知ってもらえ

る。個人で本名をさらした場合，悪用された

りして，あぶないと思ったから 

 

［評価に対する注釈］ 

・政治家の例で，「多くの人に知ってもらえ

る」場合と「本名をさらした場合に悪用さ

れる」場合の両方の面が記述できている。 

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
況

 

個人が特定される情報を

ＳＮＳに掲載することの

危険性を理解するととも

に，ＳＮＳを利用する目

的によって，個人情報を

掲載することもあり得る

こ と に つ い て 理 解 で き

る。 

違い：「２．削除すべき項目」は顔名前Ｎ

Ｇ，「３．掲載すべき項目」は顔名前

ＯＫ 

理由： 

 有名人のプロフィールでは自分が立候補し

た際に，多くの人によい印象をもってもらえ

ていれば当選する可能性があがるから 

 

違い：誰に見られるのか，誰に見せたいのか 

理由： 

ＳＮＳの使用目的と公開範囲が異なるから 

  

［評価に対する注釈］ 

・顔や名前を出してもよいとした理由につい

て，政治家がよい印象をもってもらえるた

め，という側面は記述できているが，掲載

すべきでない場合の理由について記述でき

ていない。 

・公開範囲が異なるから，という記述にとど

まっている。 
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Ｃ

努
力
を
要
す
る

 

立場や状況に応じて掲載

する，掲載しない理由に

ついて，記述できていな

い。 

（作品例省略） 

 

［評価に対する注釈］ 

・「嫌だから」のような感情のみを記述して

おり，理由の説明がない。 

・立場の違いについての考えが記述されてい

ない。 

 

 (3) 「Ｃ（努力を要する状況）」と評価した生徒への指導の手だて 

  立場の違いによる記述ができていない場合は，自分の担当したカードだけでなく，他

のカードを示して，別の立場の考えを引き出し，「人によって違う理由は何か」とい

う問いかけをすることで，改めて立場の違いについて考えるよう指導した。 

  文章を書くことが苦手な生徒で，立場の違いにより掲載する項目が違うことは理解で

きているが，自分の言葉で記述することができていない場合は，ワークシートの「２．

削除すべき項目」「３．掲載すべき項目」で違いが生じた項目を，箇条書きで抜き出

してから，自分の言葉で表現するよう指導した。 

 

４ まとめ及び考察 

 (1) 実習課題について（生徒の取組状況も含めて） 

  実習の中で，生徒の個人情報の取り扱い状況があまりよくないことや「ＳＮＳ等は利

用しておらず，今後も利用しないから大丈夫」といった考えをもつ生徒がいることが

分かった。しかし，さまざまな職業や年齢，状況を想定した課題について，具体的な

例を示すことで，現在の自分だけでなく，これから先の自分が個人情報をどのように

取り扱うか，しっかりと考える機会となり，考え方が大きく変わった。グループでの

話し合いの時間を十分に確保することで，生徒は自分の考えを客観的に捉え，深化さ

せることができた。そこから，改めて自分の考えを記述してまとめることで，個人情

報を掲載させるか否かといった問題を自分のこととして捉えることができた。 

 教員が一方的に説明する授業ではなく，さまざまな人物の立場で考えるよう促すこ

とで，生徒は個人情報の取り扱いに配慮することが必要なことを理解でき，デジタ

ル・シティズンシップについても，体感的に学ばせることができた。 

 

 (2) 評価について 

 掲載すべきでない項目と掲載すべき項目を対比させながら考える課題設定をしたこ

とで，客観的，多面的に文章を記述する力が養われた。その文章の記述から思考・判

断・表現を評価することができた。しかし，掲載してはいけない理由に「個人情報だ

から」という言葉を使用している生徒が多くおり，なぜ，個人情報を載せてはいけな

いか本質的な答えができていない生徒も多くいたため，評価Ｂとなる生徒が多かっ

た。 
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 (3) 授業実践の改善に向けて 

 掲載してはいけない理由の本質に踏み込んで答えられるよう，「個人情報だから」

という回答をした場合，「なぜ，個人情報を掲載してはいけないか」について答えら

れるように指導する必要がある。 

 個人のプロフィールの削除した項目と企業・有名人のプロフィールの掲載すべき項

目で差異が起こった理由を記述する場面では，生徒が意見を発表する機会を設けた

が，アプリなどを活用して意見を集約する方法も考えられる。 

 また，ＳＮＳを利用している生徒と利用していない生徒で，グループ内の意見が大

きく分かれることがあったが，意見の違いについて話し合う時間を多くとることで，

よりデジタル・シティズンシップの育成につながるだろう。 
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